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1 ．序
　子 どもの 身体発達 に つ い て 、 「最近 の 子 ど もた ちの か らだが い ろい ろおか しい 」 とい う声が 1960
年 ぐらい か ら出は じめ て きた 。
　そ の 1960年代は 高度経済成長期に あた り、 日本の 社会 も急激に変貌 し、それ は 国民の 生活に
物質的な豊か さ、豊富な情報 、 生 活上 の 便利 さな どをもた ら した 。 しか し、それ らは い ろ い ろ
なひ ずみ をも生み 出 し、その 影響は 当然子 どもた ちの 生活に も及 び、子 ど もた ち の 発達環境に
と っ ては さ まざまなマ イナス 現象 をもた らした 。
　藤 田は、「高度経済成長が もた ら した 家庭や 地 域 の 諸変化は 子育て環境 を変え、子 ど もた ちの
生活 を変 えた こ とは確実 で あ り、 こ の こ とが 子 ど もた ちの か らだに あらわ れて い る さま ざまな
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔1）
歪み の 背景に な っ て い る こ とは否定 で きな い 事実 で ある 。 」 と述べ 、さ らに か ら だ の 歪み と生活
上の 問題 をつ きあわせ 、戸外遊 び の 減少、家庭 の 生活様式の 変化、食生活の変化、家庭生活の
体制の 崩れ 、受験 や 進学 の 異常 な重 圧 と精神的緊張 の つ きま とう生活 をそ の 要因 として あげ て
い る。
　正 木は、全国各地 か ら寄せ られた 子 ど もの か らだ に つ い て の 調査報告 よ り、 「背筋力の 低下、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2）
疲れ やす さ、土 ふ まずの 形 成の お くれ 、背中 ぐに ゃ ぐに ゃ 、朝か らあ くび 」 など子 ど もの か ら
だ の 異常 な現象 を指摘 して い る。さ らに、小 ・中 ・高生 男女 にお ける体力 ・運 動能力に つ い て 、
男子に おけ る背筋力、女子に おけ る投能力 と懸垂 、男女共通 した立位体前屈 の 低下傾向が特 に
憂 慮され る状 態に ある こ とを述 べ て い る 。
　立位体前屈 は体 力要素 と して柔軟性の 指標で ある。筆者は、子 ど もの 体操 指導を手が けて約
10年に な るが、前述 の 児童、生徒 に 示 され た如 く、柔軟体 操実施時の か らだ の 硬 さを実感 して
い る今 日 で ある。特に 、長座体前屈を し た とき 、 脊柱 の 描 くアーチ （円脊）の 度合 い が 著 しい 。
つ まり、 多くの 子 どもた ち の 腰椎骨、胸椎骨が 大転子点 よ り外側 に 向か っ て弧 を描 い て い る 。
　柔軟性は 、ダイナ ミッ クな動作、よ りしなや か な動作、すばや い 身の こ な しな ど身体運動 を
行 う場合に 最 も必要 な体力要素 で あ り、怪我の 防止 な ど運動障害の 予防に お い て も重要な役割
りを果たす もの である。
　背筋力に 関 して は、そ の 低下 とか らだ の 変化、ある い は背筋力低下 の 対策等、調査 ・研究が
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進め られて い るが、柔軟性に関す る研 究報告 は乏 しく、特 に背中 の アーチに着眼 した研究は皆
無である 。
　本研究に お い て は、柔軟性 に着手 し、まず第一に幼児 （年長 児）にお け る男女児の 柔軟性 を
明 らか に する こ とを目的 とした。
　長座体前屈実施時に脊柱 の 描 くアーチの 度合 い をみ るため 、 水平線 と脊柱 とが なす角度 を計
測 し、角度法 に よる腰関節 と脊柱 の 柔軟性 を明 らか にする 。
　また 、角度法 を用 い て ど の 程度柔軟性 の 実態を把握する こ とが で きる か とい うこ と も本研 究
の ね らい の 一つ で ある 。
　 （注）本研究を筆者が 日本保育学会 に て 口 頭発 表 （第45回大会 「幼児の 柔軟性に つ い て 」）し
　　　　た 内容 に データーを加 えた上 で、加筆修正 して ま とめ た もの である。
II．研 究方法
　対 象 児 ：西宮市 S幼稚 園お よび豊中市 T 幼稚 園の年長男女児102名
　　　　　　 （男児 34名、女児68名）
　測定期間 ：1991年 6 月〜 7 月
　測定場所 ：各幼稚 園遊戯室
　測定方法 ：柔軟性 の 測定方法は 図 1に示 した 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2
長座体前屈
　　 3
体前屈角（仮称）
　 　 　 5
伏臥上体 そらし
　 　 　 4
腰 関節前屈角（仮称）
　 　 　 　 6
脊柱前屈角 （仮称）　　　 脚挙上腰屈曲角 （仮称 ）
　　　　　 図．1　柔軟性 の 測定法
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　長座体前屈 と上体 そ らしの 測定は次 の よ うに実施 し た。
　長 座体前屈 ：被験者は長座姿勢 をと り、踵 と踵の 間を20cmに 開 く。両手 をそろえて 伸ば し、
足 の 間にお く。上体 を前屈 しなが ら、両 手 を床の 面に そ っ て 前方に で きる だ け伸ばす 。 そ して
こ の 姿勢で踵 と踵 を結ん だ線か ら指先まで の 距離 を測 定 した。指先が両踵 を結んだ線 を越 した
ときには
“プラス
”
達 しない と きには
“
マ イナス
”
で 評価 した。なお、長座姿勢で前屈 した際、
踵 の ずれを防 ぐた め、両踵 の 位 置す る所に積木 を置 い た。 したが っ て被験者 の 足関節は90度に
なっ て い る 。
　伏 臥上体 そ ら し ：被験者は床上に うつ 伏せ に 寝 て、踵 と踵の 間を20cmに 開 き、両手を臀部に
お く。 こ の 姿勢か ら、 上体 をで きるだ け起 こ して そらし、あご をあげる 。 最大に なるまで上体
が そ っ た ときの 、床面か らあ ご まで の 距離 を測定 した 。 こ の 測定方法 は 「 日本人 の 体力標 準値」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）
（東京都立大学研究室著 1989年）上体 そらし測定法に 準 じる。
　脊柱 の 描 くアーチ の 度合 い をみ るため 、 図．1の 3 ・4 ・5 に 示 した角 度法 を用 い た 。 体前屈
角 （仮称）・腰関節前屈角 （仮称 ）・脊柱前屈角 （仮称）の 測定は、最大に長座体前屈をした と
き の被験者を側方か ら撮影 した 写真 を用 い て 次の ように測定 した 。
　体前屈角 ：肩峰点 と大転子点 を結ぶ 線 と、大転子点 と膝関節 を結ぶ 線 とが なす角度 とした 。
　腰関節前屈角 ：脊柱の 中心点 と大転子点 を結ぶ線 と、大転子 点 と膝関節 を結ぶ 線 とが なす角
度と した 。
　脊柱 前屈角 ：脊柱 の 中心 点 と肩峰点 を結ぶ 線 と 、 脊柱の 中心点をとお る水平線 とが なす角度
とした。
　以上 の 測定 は脚 をま っ す ぐ伸 ばすこ とが 条件で あっ た 。 逆に 、脊柱 をま っ す ぐに伸ばすこ と
を条件 に すれば、どの 程度腰 を屈曲す る こ とが で きるか をみ るため に、脚挙上腰屈 曲角（仮称 〉
を測 定した （図 ．1の 6）。 こ れ も最大 に両脚 をあげ た ときの 被験者 を側方か ら撮影 した写真 を用
い て次 の よ うに測定 した。
　脚挙上腰屈 曲角 ；被験者は仰臥姿勢か ら両脚 を伸 ば して腰 を屈曲する。 こ の と き、被験者が
自分 の 力で 腰 を屈曲する こ との な い よう、験者は 両膝 の 後 を軽 く押す ように して 支 えた 。（こ れ
は腹筋 の 力が作用 しな い ため の 配慮で あっ た。）最大 に屈曲 した とき の 、膝 と大転子点 を結ぶ 線
と大転子点 をとお る水平線 とが なす角度 を測定 した。
　男女間の 差 は t検定に よ っ て評価 した。
一 37一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
III．結果 お よび考察
男女別の 被験者数、身長 と体重の 平均値 （標準偏差）は表 ．1に示 した 。
　　　表 ．1　 男女別の 被験者数、身長 と体 重 の 平均値 （標準偏差）
性別 人　数 身　　長 cm 体 　　重 kg
男 34
110．3
（5．46）
19．3
（2．14）
女 68
111．1
（4．55）
19．4
（2．41）
差 一 ns ns
　表 ．1 より、 男児の 身長 の 平均値は 110．3cm、女児は 111．1cmで あ っ た。
　文部省の 学校保健 統計調査 （1979年）に おけ る 「20年 前の 児童生徒 との体格の 差」 に よれば、
5 歳児の 身長 は 1959年116．9cm、 1979年110．0  で あ り、 20年間で 、 3．lcmの 増加 量 を示 して い る 。
本研究 に お ける男女児の 平均値は 110．7cmで、1979年の 身長平均値よ り、わずか 0．7cmで あるが
上 回っ て い る。
　体重 に つ い て は 、1959年 17．6kg、1979年18．9kgで、1．3kgの 増加量 を示 して い る 。 本研究に お
ける男女児 の 平均値は 19．4kgで 、 1979年の体 重平均値 よ りわずか 0．5kgで あるが 、増加の 値 を示
して い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　また 、 身長 の 発育 （厚生省、1975年）の 資料に よれば、 5 歳 （0 〜 6 ヶ月）男 児は 107、Icm、
女児は 106．2  、 5歳 （7 〜12ヶ月）では、男 児が 109．6cm、女児で は 109，1cmの 身長平均値 が 示
されて い る。被験者は、測定時 5歳 （O 〜 6 ヶ 月）の 幼 児で あ り、同月齢で 比較する と、男児
では 3．2cm、 女児で は 2cm上 回 っ て い る 。 また、体重 に お い て は、男児で 1．9kg、女児では 2．4kg
それ ぞれ上 回 っ て い る。
　一般に 、最近の 子 ど もの 体格 は よ くな っ た と言わ れ て い るが 、本研 究にお け る被験者の 体格
も、 既 に幼 児の 段 階か ら こ の傾 向が み られ る 。
　男女児の 柔軟性の 平均値 は表 ．2 に 示 した。
　　　　　　　　　　　表 ．2　男女別 の 柔軟性 の 平均値 （標準偏差）
長 座 体 前 屈
　 　 cm
体 前 屈 角
　 　 度
腰 関節前屈角
　 　 度
脊 柱 前 屈 角
　 　 度
脚挙上腰屈曲角
　 　 度
上 体 そ ら し
　 　  
男
一8．0
（4．83）
63．9
（10．35＞
110．0
（9．79）
17．1
（11．72）
65．5
（8．11）
28．6
（5．78）
女
一2．4
（6．93｝
50．8
（10．41）
93，8
（10．37）
7．0
（10．83）
71．6
（11，85）
34．3
（6．09）
差 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
差 の 検定　　 ＊ ＊ ＊　 P ＜ 0，001
　 　 　 　 　 ＊ ＊ 　 　P く O．Ol
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　（1） 長座体前屈
　従来、長座体前屈の 測定 は、床上 に 20  の 幅で線を引 き、 その 線上に 両踵の位 置をあわせ て
上半 身を前屈 させ る。こ の 姿勢 で、指先が最 も遠 くに達 した と こ ろに 印 をつ け、両 踵 を結ん だ
線か らの 距離を計るとい う方法で実施されて い る 。
とこ ろが、こ の 方法では被験者が体前屈を した際
に 、踵 の位 置に ずれが 生 じやす く、測定条件が個 々
に よ っ て 異なる危険性が 高 い 。 本研究にお い ては、
測定条件を同一にするため 、線上 に積 木を固定 し
て 置 き、そ こ に 足 の 裏 を密着 させ て計測する方法
をと っ た 。 （図 ．2）　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 ．2　 長座体前屈の 測 定法
　前者の 測定方法 は、踵 か ら先が脚 を伸ば した延 長線上、すなわ ち前方に 自然に伸び た状 態に
な っ て い る た め、上体 を前屈させ た際 、 足先の 方向に よ り、個々 に よ っ て 筋肉の 伸縮度や働筋
の 部位が 異な り、測定条件に差異が生 じる。後者は こ れ ら の 条件の差異を解消 し、同一条件で
の 測定が 可能で あ る。 しか し、足首 を90度屈 曲させ て 前屈する こ とに よ り、 大腿 直筋 の 作用す
る度合 い は前者よ りも大 き くな る 。 また、足底筋、大腿二 頭筋、大内転筋、大臀筋等、膝 の 裏
側か ら臀部 に い た る筋 肉や腱の 伸縮度 も大 き くな り、よ り負担が か か る と考 之られ る。
表 ．2 より、測定結果は、男児 の 平均値 が 一 8   、女児で は 一2．4  で あっ た 。 こ れ らの 数値 は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （5〕
「日本人 の 体 力標準値」 （1970年）に掲載 され て い る幼児の 平均値 に比べ る と、男児で 13．8  、
女児で は 9．2cm低下 の値 を示 して い る 。
　これは、こ ど もの 柔軟性が低下 して きて い る こ とも考 えられ るが 、 こ の ような差が み られ た
原因は、前述 した よ うに、本研 究 の 測定で 足 関節 を90度に屈 曲させ た こ とに ある と考 えられ る。
　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50％
図 ．3 体 前 屈 （％）
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　図 ．3 よ り、男児で は 一 5   〜− 9cm が 38％、− 10cr − 14cmが 38％ を占め、全体 で マ イナ ス
の 値を示 した者が 91％を 占め て い る 。 女児 では一 5cm〜− 9   が 25％、次 い で 0 〜 4   が 24％
で あ り、マ イナ ス は 61％ であ っ た。
　マ イナ ス の 値 を示す割合 い が 多い とい うこ とか ら、長座姿勢 をとっ て 体前屈 をした際、足先
に 手が届か な い 幼 児が い か に 多い か が わか る 。
　  　体前屈 角 （仮称）
　体前屈角は、長座体前屈 をした姿勢で、肩 峰点 と大転子点 とを結ぶ 線 と、大転子点 と膝関節
を結ぶ 線 とが なす角度で あ り、こ の角度か ら、全体的な脊柱の 描 くアーチや 前屈の 度合 い をみ
るこ とが で きる 。
　表 ．2 よ り、男児の 平均値が 63．9度、女 児は 50．8度 であ っ た 。 男児の 最高値 は46度、女児で は
30度、逆に、最低値 は男児の 96度、女児で は 71度で あ っ た 。
　96度の 数値が 示 す意味は 、 長座 をして 最大に前屈 した と き、 大転子 点 よ り肩峰点 の 方が垂線
よ り後方に位 置す る とい うこ とであ り、前屈する とい うよりむ しろ脊柱 をまっ す ぐに 立 て るこ
とすらで きない 後屈 した 状態を示 し て い る 。
　体前屈角の 平均値 は、女児の 方が男児より13．1度優れて い る。
　　　　　　　　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50％
　　　　　　　　　図 ．4 体 前 屈 角 （％）
　体前屈角に おけ る階級別 の 被験者の 割合 い を図 ．4に 示 した。図 より、男児で は 60〜69度が 47
％、次 い で 70〜79度が 21％を占め て い る 。 女児で は 50− 59度が 31％ 、 次 い で 40〜49度が 30％で
あ っ た。
　各階 級 は 10度 の 幅で 示 して い る。階級 毎に被験 者 の 体前屈 の 数値 をみ る と、30〜39度（3 〜13
  ）、40〜49度 （− 5 〜− 4cm）、 60〜69度 （− 5 〜− 14cm）、70〜79度 （− 9〜− 14cm）であ っ
た 。 さ らに、体前屈角が 54度で ある場合 の 3名の 例 をあげると、A は一 1cm 、　 B は 一 3cm、　 C
は 一5cmであ っ た。同 じ角度 の 値 を示 した 被験者間で もこ の ような差が み られ た 。 こ の 差に つ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 金築 ：幼児の 柔軟性 につ い て
い て は、腰関節前屈角や脊柱前屈角、ある い は手足 の 長短 な どが 関与する要因 と考 えられ る、
　体前屈角が最高値 で あ っ た被験者の体前屈の 数値 を男女別 にみ る と、男児の 最高値は、46度
で 1cm、次 い で 49度では 2cm、 女児で は 30度で 13cm、 次 い で 33度で 13  で あっ た 。 最低値は、
男 児が 96度で 一17cm、次 い で 81度で 一14cm、女児で は 71度 で一 9cm、70度で 一13cmであ っ た。
　 また、逆 に体前屈 の 数値か らみ た体前屈角に おけ る被験者の 例 をあげると 、 数値の 高 い 順 に、
13cmで30度、 11cmで33度、 9cmで 33度で あ っ た。低 い 数値 で は 一17  で 96度、− 14cmで 81度、−
13  で は 79度 とい う結果で あ っ た 。
　以上に よ り、体前屈角が 同階級あるい は同角度 の 被 験者 におい て個人差はみ られ たが、全体
的 にみ る と、体 前屈角の 示 す値が低 い ほ ど柔軟性は高い と い う結果が得 られた 。
　こ れ らの 相関に つ い て は 、後ほ ど表に 示 す。なお、図 ．5 の 写真は 、 体前屈角の 最高値 と最低
値 を示 した被験者 の 例 であ る。
最高値 最低値
図 ．5　体 前屈角 の最高値 と最低値 の 例
　  　腰 閼 節前屈 角 （仮称）
　腰関節前屈角は、長座体前屈 をした姿勢 で、大転子点 と肩峰点 を 2分 した位置 、つ ま り脊柱
の 中心点 と大転子 点 を結ぷ 線 と、大転子点 と膝関節とを結ん だ線の角度 をみ る もの で、脊柱の
腰椎 の 部位 が描 くアーチ の 度合 い をみ る こ とが で きる 。
　表．2より、男児の 平均値が 110．O度、女児では93．8度で あ っ た 。 こ れ らの 数値 は、長座 をして
い る脚 に対 して脊柱 の 中心点 ま で の 部位 が 、垂 線 よ り外側に 向か っ て い る こ とをあらわ して い
る 。 したが っ て脊柱は カーブ を描 き、男女児 と もに、い わゆ る円脊で ある こ とが わか る。円脊
は 女児より も男児の 方が著 しい 。
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　　　　　　　　　　　　 10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50％
　　　　　　　　 図 ．6　 腰関節前屈角 （％）
　図．6 よ り、最 も前屈角 の優れて い る階級 は 70〜79度で あるが、こ の 範囲内の 者は全体の わず
か 10％に しか す ぎない 。 また 、90度 より高 い 数値 を示 した者は 32％で あ っ た 。 こ れ らはすべ て
女児の 値で ある 。 68％の 者が 90度よ り低い 数値 を示 し、腰椎の 部位 が 後屈 して い る者が 多 い と
い う実態 を知 る こ と が で き る。男児に つ い て は 、 90〜99度が 最 も優 れ た 階級で ある が 、 こ の 範
囲にお い て もわ ずか 10％に しかす ぎな い 。 結果よ り、 男児の 場合、長座体前屈 にお ける腰関節
前屈角は、全員が 後屈 し、円脊 をあらわして い る こ とが わか る。
　  　脊柱前屈 角 （仮称）
　脊柱前屈角 は、脊柱の 中心点 と肩峰点 を結ぶ線 と脊柱 の 中心 点 を とお る水平線 とが なす角度
であ り、こ れ は腰椎か ら頸椎 まで の 間、つ ま り胸椎骨 の 前屈度 をみ る もの で あ る 。 表．2 よ り、
男児の 平均値 は 17．1度 、 女 児で は 7．0度で あ っ た 。 角度の 示す値が小 さければ前屈度は優 れて い
る こ とを意味 し、脊柱の 中心 点を とお る水平線よ り肩峰点が低 い 位 置 にある と、数値 は マ イナ
ス を示 し、よ り優れて い る とい える 。
　　　　　　　　　　　 10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50％
　　　　　　　　図 ．7　 脊柱前屈角 （％）
図 ．7 よ り、男 児で は 、 5 〜14度お よび 15− 24度が ともに 38％で 、占め る割合 い が 高 い 。女 児
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では、 5　− 14度が 31％、次 い で 一 4〜 4 度が 26％であ っ た 。 脊柱 の 中心点 をとお る水平線 より
肩峰点の 位置が低 く、 マ イナ ス の 値を示 した 割合 い は 、男児で 3 ％、女児で は 25％で あ っ た。
　脊柱前屈角は 、 体 前屈角や 腰関節前屈角に よ っ て影響 される と考 え られ る。 脊柱 が異常に変
形 して い な い 限 り、大転子点か ら腰椎、腰椎か ら胸 椎 、 胸 椎か ら頸椎 とい う延長線上の 角度の
計測で ある た め 、 こ れ らの 前屈角が 優位 な値 を示 せ ば、脊柱前屈角も優位 で ある とい う見 当が
つ く。
　（5） 脚挙上 腰屈 曲角 （仮称〉
　こ れ ま で は、長座体前屈 をした姿勢か ら、脊柱 の 描 くアーチ の 度合 い をみ た もの で あ D、脚
をまっ す ぐに 伸ば して 計測す る こ とが 条件で あ っ た ，逆 に脊柱 をまっ す ぐに 伸ばすこ とを条件
にすれば どの よ うな結果が 得 られ るか を知 るため に、仰臥姿勢におけ る腰の 屈曲度の 計測 を試
み た。被験者は仰 臥姿勢 で両脚 を伸 ば して腰 を屈曲する。こ の 姿勢は 、長座体前屈 をち ょ うど
90度展開させ たか た ちに な る。
　脚 を挙上す る際、験者は両膝 の うしろ を軽 く押すよ うに して支 え、被験者が 自分 の 力で 腰を
屈曲す る こ との ない よ うに留意 した。こ れ はひ とつ には 腹筋の 関与 を避け るた め であ D、もつ
ひ とつ に は臀部が床面か ら持 ち上が らない ように す るた め の 配慮で あ っ た。
　最大に腰が 屈 曲 した ときの 膝 と大転子点 を結ぶ 線と、大転子 点を とお る水平線 と が なす角度
を測定 し、柔軟度 をみ た 。
　表 ．2 より、男児 の 平均値が 65，5度、女児は 71，6度で あ っ た。こ れ まで の 測定値 とは逆 に、角
度 の 数値が 大 きい ほ ど柔軟度 は優iれ て い る 。 こ れ は 、大転子 点 をとお る水平線、すなわち床面
か ら挙上 した脚 の 角度 を測定す る とい えば理解で きる で あろ う。
　 したが っ て、こ の 測定結果か らみ て も、男児 より女児 の 方が優 れ て い る こ とが わか る。さ ら
に 、脚挙上腰屈曲角よ り体前屈角 （180度一脚挙上腰屈曲角） を求めれば、男児は 114．5度、女
児で は108．4度で あ っ た 。脊柱 をま っ す ぐに する とい う条件か らみ た体 前屈角 は長座姿勢 で の体
前屈角に比 べ 、 か な り低 い 数値 を示 し、より柔軟度が 低下す る こ とが わ か る 。
男児 囮翅
女児 匚 コ
90〜
80〜89
70〜79
60〜69
50〜59
40〜49度
「
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I
　　 10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60％
図 ．8　 脚挙上腰屈曲角 （％〉
一 43一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
　図．8 よ り、男児で は、60〜69度が 56％、次 い で 70　一一　79度が 21％を占め て い る 。 女児で は、60〜69
度が 29％、次い で70〜79度が 25％で あ っ た。90度 よ り高い 数値を示 した者は、わずか 6％に し
か すぎず、これ らはすべ て 女児の 値であ っ た 。 最高値 をみ る と100度、次 い で 97度、96度で あっ
た。男児の 最 高値 は 85度 で あっ た 。 被験者の 94％が 90度に達して い ない。
　脊柱 をま っ す ぐにする と い う条件 で の 脚挙上腰屈 曲角 は 数値が 低 く、脚が 垂線に達 して い な
い 被験者が ほ とん どであ っ た 。
　  　伏臥上 体そ ら し
表 ．2 よ り、 男児の 平均値は 28．6  、女児で は 34．3cmで あ っ た 。こ れは 『 日本人の体 力標準値
第 4版 』 に示 す全国平均値 とほぼ 同 じで あ っ た。
　　　　 　　　　　　　 10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50％
　　　　　　　　 図 ．9　 上体 そ ら し （％）
　図．9 よ り、男児で は 25〜29cmが 38％、次 い で 30〜34  が 26％、女児 で は 30〜34cmが 34％、次
い で35cm〜39  が 25％で あ り、上体 そ らし に お い て も男児 より女 児  方が 優れ て い る。
（7） 各測定項 目間の 相関に つ い て
　　　　　　表 ．3　 各測 定項 目間に お け る相 間係数
女 男
体 一一一前　 屈 　　　体 前 屈 角 0 ．70 ◎ 0 ．79　 一一．一
　 　　 〃 　 　 一 腰 関節 前屈 角一．幽．一．一’P’一．7717冒．冒．．．匿．匿冒．−．匿．一匿．冒r冒r．一．一．一
　 　 　 〃 　 　
一
脊 柱 前 屈 角
◎ 0 ．78−一．一．一岫一一一
一一．−
F−一．P 辱ヤ
一ー
　 0 ．64−．−「− 匿■−．
　 0．630 ，73
　 　 〃 　　　　　　 上 体 反 ら し凵一．一． 一　 0 ．33−．一一． 0 ．33
〃 　 　 一 脚 挙 上 屈 曲 角 0 ．400 ．28
体 前 屈 角 一 腰 関節 前 屈 角一．−．匿．匿．匿匿．匿．冒匿．一匿−一．．．匿．．一．．一．一．．一．−．尼1冂冒 ◎ 0 ．94−．一辱，一岫，π匿匿
　 　 　 〃 　 　
一
脊 柱 前 屈 角一■一■■■匿■匿■■匿■匿■■一匿−一■■■■■一■■一■一■■一■−冒冂rr1一
　 　 　 〃 　 　 一 上 体 反 ら し一−一．−匿．一匿．
◎ 0 ．94−．一．− ．■．
◎ 0 ．94−．−−「− ．．．
xO ．20
◎ 0 ．94．．一一一一．一．
× 0 ．14　　 ．一．
〃 　 　 一 脚 挙 上 屈 曲角 xO ．220 ．39
腰 関 節 前 屈 角 一 脊 柱 前 屈 角 ◎ 0 ，79 ◎ 0 ．84一．一．一．一．
　 　　 〃 　　　　　　 上 体 反 ら し．ー冒冂7．一． xO ．22 × o ．玖
〃 　 　 一 脚 挙 上 屈 曲角 × 0．220 ．42
脊 柱 前 屈 角 一 上 体 反 ら し冒．冒． × 0 ．14 × 0 ．14
〃 　 　
一
脚 挙 上 屈 曲 角 × 0 ．20
　 ．一岫10
，30
上 体 反 ら し 一 脚 挙 上 屈 曲 角 xO ．10xO ．05 P ＜ 0．05
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　表 ．3 は それぞれ各測定項 目間の 相関 をあらわ した もの であ る。
　最 も相関が 高い 項 目に は◎印、 相関が み られな い 項 目に は x 印を記 した 。 他の 項 目にお い て
は、（P 〈 0．05＞）の 有意性が認 め られ た 。 体前屈角 と腰関節前屈角、お よび体前屈角 と脊柱前
屈角に お い て、男女児と もに高 い 相関が み られ る 。 したが っ て、体前屈角の 示す値が 優位 であ
れ ば、腰関節前屈角、脊柱前屈角に お い て も優位 な値 を示 す こ とが わ か る、
　また、体 前屈 と体前屈角、お よび体 前屈 と腰関節前屈角に お い て は 、と くに男児に高い 相関
関係が 認め られ た。
IV．結　 　語
　以上の 結果 よ り 、 長座体前屈は 、 男 児の 平均値が
一 8cm 、女児で は 一2．4cmと男女 児ともに低
い 数値を示 した。これは、柔軟i生が低下 して い るこ とも考 え られ るが 、 前述 した よ うに 、従来
の 測定法におけ るデーターに 比 して低 い とい う結果で あ り、足 関節 を90度に屈 曲 して 計測 した
測定 条件に よ り、結果の 数値が低 くな っ た と い え る。こ れ に 関 して は 、今後双方 の 測 定を実施
して比較検 討 して い くこ とが 必須 である 。
　体 前屈角、腰関節前屈角、脊柱 前屈角、脚挙上腰屈 曲角な ど、角度法 に よる柔軟 性の 測定結
果 は 、 こ れ まで に 同様の 測定が み られ な い ため 、比較す るデーターが な い 。 腰 関節前屈角にお
い ては、男児の 110，0度、女児の 93．8度、脚挙 上腰屈 曲角で は、男 児で 65．5度、女児の 71．6度 な
ど 、それ ぞれ の 測定結果 の 数 値か ら柔軟性 の 硬化 を見 い 出す こ と が で き た 。
　角度法を用 い て脊柱 の 描 くアーチの 度合 い をみ るこ とに よ り、 従来の 距離法 とは全 く異 っ た
視 点で柔軟性 の 結果が 得 られ た こ とは意義深 い 。
　上体そ らしに つ い て は 、 男女児 と もに低下現象は み られなか っ た 。
　角度法 に よる測定結果の数値か ら、多 くの被験者の脊柱 は 、 大転子点 よ り外側に 向か っ て カ
ープ を描 くい わ ゆ る円脊の 度合 い が著 しい とい う結果 であ っ た。 しか し、こ れ らの 数値は脊柱
の 硬化 を意味 して い るの で は ない 。前述 した よ うに、長座 を して体 前屈 をす る際 の 働筋 の 伸展
性が脊柱 の 描 くアーチの 度合 い に起 因する とい える。こ の こ とは、脊柱の 描 くアーチは膝 を曲
げ る こ とに よ っ て解消 され る。す なわち膝 を曲げて 前屈すれば、膝の 裏側 か ら臀部に い た る働
筋の 負担 は少 な く、誰 もが楽 に脊柱 を伸ば して 前屈 をす る こ とが で きる こ とか ら推察で きる。
　柔軟 「生を向上 させ る に は 、こ れ．らの 働筋の 伸展性 を向上 させ る こ とで ある。柔軟性 は トレー
＝ ン グする こ とに よ っ て向上す るが 、幼児は形態的に も機能的に も未発育、未発達で ある 。 適
時性 を考 え、快適な全 身運動 をさせ る こ とに よ っ て向上 させ る こ とが 望 ま しい 。
　男女差に つ い て、本研 究の 測定結果 より、脚挙上腰屈曲角 に お い て は男女間に （P く 0．01）、
他 の 項 目はすべ て （P ＜ 0．001）の 有意性 が認 め られ た。
　 男女児の 柔軟性 を比較する と 、 い ずれ の 柔軟 性に つ い て も女児の 方が 男児よ りも統計的に優
位 で あ っ た。幼児期 にお い て既 に 男女差が あらわ れて い る 。
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　こ の 結果 よ り、柔軟性 に関 しては、単に、生活環境が 引 き起 こ す身体活動へ の 影響 の み なら
ず、身体 の 機能的 ・形 態的 な発育段階に おけ る性差 の 要因にある こ とを示唆 して い る。 性差が
生 じる要 因に つ い て は今後究明 して い くこ とが 必要 であ る 。
　最後 に 、長座体前屈 と体 前屈角 の 測定値に有意な相 関関係が認 め られた 。
　今後 、 双方 の 柔軟性 を比較検討 し、角度法が柔軟性 に おけ る有効 な評価法 と して確 立す るべ
き妥当性 を検討 して い くこ とが 必須の 課題で ある。さらに、幼児の 柔軟 1生に つ い て は継続的に
明 らか に して い きた V 
附記　本研 究 は身体柔軟性 の 測定方法 に つ い て、大阪大学教授、医学博士、大山 良徳 氏 に 適 切 な る 御 教示 ・
　　　御 助 言をい た だ い た。また、データーの 処 理 法 に 関 して は 、中京大学教授、湯浅景元 氏に 御指導・御
　　　助 言 を い ただ い た 。 両 氏 に 感謝 の 意 を表 します。
注（1） 体 育科 教育　「こ どもの 『か らだ 』 と 『こ こ ろ 』 を育 て る」 大修館書店　6月号 増 刊　1983年　p．30
注（2） 正 木健雄　
「こ ど もの か らだ 1 『か らだ を見 つ め る 』」 大修 館書店　1980年　p．80，p．81
注（3＞ 東 京都 立大学 体 育学研 究室編　「 日本 人 の 体力標準値第 4版 」 不 味堂 出版　1989年
注（4｝ 原 田碩三　「現代幼児体育 」　東方出版　1975年　p．21，p22
注（5） 東京都 立大 学 身体 適 性 学研 究室 編　「 日本人の 体力標準 値」 不昧 堂 出版　1970年
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